
参考資料
連携排砂により大量の流木が入善漁港へ流入したとの指摘について

平成１６年７月２０日

国土交通省黒部河川事務所

○流木の発生原因

今回の連携排砂・通砂時の洪水は、出し平ダム地点でピーク流量 を記1,6001,152m3/s
録しており、これは出し平ダムが昭和６０年７月に完成した以降、過去１９年間で最大

３番目の規模の洪水でした （資料１参照）。

これまでも、洪水時には全国の多くの河川において流木が発生しており、今回の大量

の流木も、自然現象である大規模な洪水により上流域の倒木等が流出してきたものと考

えられます。

今回流出した流木の全体量は不明ですが、宇奈月ダムでは約２．３１年分の流木に相

（ 、 ）、 、当する約 の流木を捕捉して 資料２ ３参照 下流域への流出を軽減し2,5001,180m3
入善漁港への流木の流入も軽減したものと考えています。

なお、連携排砂、通砂実施前には、宇奈月ダム、出し平ダムにおいてダム湖に浮遊し

ていた流木を回収しています。

○国土交通省の対応
①河川・ダム内の流木の撤去

宇奈月ダムで捕捉した流木やダム下流の河川内に堆積した大量の流木については、

このままダム湖内や河川河道内に放置すると次回の出水時に下流に流出し、被害を及

、 。ぼすことも想定されるため 国土交通省において速やかに回収 することとしました※１

（資料３、３－２、４参照）

②ダム操作の取り扱い

ダム湖内の流木撤去が完了するまでの間は、ダム貯水位が自然越流することにより

流木が流出しないよう、ダム水位を低めに抑える運用 を行うこととしています。※２

また、河川内残留流木の流出防止のため、排砂後の措置（３００ 放流を３時間m3/s
継続）を見送ることとしました （資料５参照）。

（参考）

※１ 宇奈月ダム流木回収船に加え、国土交通省管理の大町ダム（所在地：長野県

大町市 、三国川ダム（所在地：新潟県六日町）が所有する流木回収船の）
さぐりがわ

応援を得て、流木回収作業を実施。

EL.242m※２ 洪水期制限水位（通常この時期の水位）

→この水位に保つと、流木がダム下流へ流出する恐れ

EL.237.34m平成１６年７月２０日９時現在水位



７月２０日右岸河口流木撤去状況

７月２０日ダム湖内流木撤去状況



　　　　　　連 携 排 砂 実 施 機 関
　　　　　　国土交通省黒部河川事務所
　　　　　　関西電力株式会社北陸支社

平成１６年７月１８日黒部川水系出水状況

黒部ダム 仙人谷ダム 小屋平ダム 出し平ダム 宇奈月ダム

最大流入量 7月18日
1時38分 397m

3/s
7月18日
1時45分 870m

3/s
7月18日
2時2分 1,253m

3/s
7月18日
2時30分
2時17分

1,152m3/s
1,600m3/s

7月18日
3時12分 1,455m

3/s

最大時間雨量 7月18日
1時00分

５１mm 7月18日
1時00分

３８mm 7月18日
0時00分

３３mm 7月18日
0時00分

３８mm 7月18日
0時00分

３８mm

　　

資料１

※１）　刈安地点：７月１８日 １時００分＝９５mm/h
※２）　新潟・福島豪雨による災害をもたらした梅雨前線の南下に伴い、
　　　・　宇奈月ダムでの流入量が7月18日3時12分にダム完成（平成13年3月）以来最大の１，４５５m3/s（前最大流量：平成15年6月28日
　　　　10時25分　８８８m３/s）
　　　・　出し平ダムでの流入量が7月18日2時302時17分にダム完成（昭和60年7月）以来の最大の１，６００３番目の規模の１，１５２m3/s
　　　　（前過去最大流入量：平成7年7月11日21時00分　１，５５５ｍ3/s）を記録した。



流木処理実績

平成１２年度（試験湛水中） ５７０m3

平成１３年度 ９３０m3

平成１４年度 ７９０m3

平成１５年度 ２０００m3

平成１２～１５年平均 １０７２．５m3

資料２



資料３

平成１６年７月２０日８時００分

宇奈月ダム湖内の流木撤去作業開始のお知らせ

問い合わせ先：国土交通省黒部河川事務所

0765-62-9071宇奈月ダム管理所

ダム課長 久保、ダム係長 内堀

この度の洪水に伴い、ダム上流域から非常に多くの流木が流下し、宇奈月ダ

ムのダム湖内に大量の流木が貯留されました。

この大量の流木をそのまま、ダム湖内に放置しておきますと、出水時に、下

流に流出し、被害を及ぼすことも想定されるため、速やかに撤去することとし

ます。

本日１１時頃より、作業船によりダム湖内にある流木撤去作業を開始いたし

ますので、お知らせいたします。

ダム湖内に貯留された流木の状況



平成1６年７月出水に伴う河道内流木堆積・回収・集積状況

黒部川では７月18日に、宇奈月ダム建設後最大となるダム流入量１，４５５m3／ｓを
記録する出水があり、大量の流木が流出し河道内の随所に堆積した。
今後の出水でこれらの流木が再び流下するのを防止するため、現在集積作業を実
施中である。

入善町芦崎 0.0km

黒部市沓掛 4.0km 黒部市沓掛 4.6km 黒部市若栗 8.3km 黒部市浦山 9.6km 宇奈月町下立 12.2km

宇奈月町内山 15.0km

入善町板屋 2.9km
入善町高畠 1.7km

宇奈月町下立 13.0km

入善町芦崎 0.0km

資料３－２



資料４

平成１６年７月１９日１５時２０分

黒部川河道内の流木撤去作業開始のお知らせ
連携排砂実施機関

国土交通省黒部河川事務所

関西電力株式会社北陸支社

0765-62-9073問い合わせ先：宇奈月ダム操作室

この度の洪水に伴い、ダム上流域から非常に多くの流木が流下し、下流河川

の河道内に大量の流木が堆積しました。

この大量の流木をそのまま、河道内に放置しておきますと、出水時に、下流

に流出し、被害を及ぼすことも想定されるため、速やかに撤去することとしま

す。

本日１４時頃より、河道内にある流木撤去作業を開始いたしましたので、お

知らせいたします。なお、作業は黒部川河口部右岸（入善町）から撤去を開始

しております。



- 1 -

資料５

平成１６年７月１９日１５時１０分

「排砂後の措置」の試行的実施の見合わせについて

連携排砂実施機関

国土交通省黒部河川事務所

関西電力株式会社北陸支社

0765-62-9073問い合わせ先：宇奈月ダム操作室

この度の洪水に伴い、ダム上流域から非常に多くの流木が流下し、下流河川

の河道内に大量の流木が堆積したため、今後実施する予定であった「排砂後の

措置」の試行的実施を見合わせることとしました。

今後は 「排砂後の措置」として、昨年までの連携排砂・連携通砂と同様に、

宇奈月ダム流入量をダムおよび下流発電所より１２時間放流することといたし

ます。
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平成１６年度　宇奈月ダムにおける「排砂・通砂後の措置」の試行的運用について

水位回復自然流下 排砂後の措置  24hr 水位回復

EL 231m＋α

水位回復 排砂後の措置

通常運用

小規模出水を再現

最低３時間

毎秒300立方メートル程度

EL 241m程度

【目 的】
　排砂・通砂末期に宇奈月ダムの容量を活用し、濁りの少ない水で小規模出水を宇奈月ダム下流の河川に試行的に流下させることにより、
下流河道のより一層の土砂の局部堆積防止を図る。

排砂後の措置水位
（H16試行的運用） 自然流下時の水位

排砂後の措置水位（H15まで）

H16試行的運用による河川水位の変化（イメー
ジ）

宇奈月ダム

宇奈月ダム流入量

宇奈月ダム放流量（H15まで）
宇奈月ダム放流量（H16試行的運用）

貯水位（H15まで）

貯水位（H16試行的運用）


